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はじめに 

 

デジタルサイネージコンソーシアムでは、東⽇本⼤震災での経験を踏まえて、 
災害等の緊急時にデジタルサイネージが社会に対して果たすべき役割として、 
⼈々に有益な情報を提供するため、本書「災害コンテンツガイドライン」を
制定した。 
デジタルサイネージはそのロケーションごとに内容は⼤きく異なり、運営内 
容もさまざまである。本ガイドラインはデジタルサイネージにとって基本的
な部分のみを抽出して、各デジタルサイネージ事業者または運営主体者が、
⾃ら主体的に⽬指すべき緊急時対応の⽅向性を⽰したもので、個々のケース
はサイネージ事業者ごとに検討されることを前提としている。また本ガイド
ラインは、災害緊急時の対応をデジタルサイネージ事業者に強制するもので
はない。 
 
本ガイドラインでは、デジタルサイネージコンソーシアムが発⾏した「災害・
緊急時におけるデジタルサイネージ運⽤ガイドライン」に基づき、災害時、
準被災地の状況にて現場で利⽤されるコンテンツを想定しまとめものである。 
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１.表⽰要件 

  表⽰要素について 

  表⽰要素について、災害時に状況判断、⾏動を⾏うために必要となる 
  正しい情報を表⽰するため、以下要素を表⽰する事が望ましい。 
 
• ⾒出となる事項 
   情報を理解しやすくカテゴライズしたものを⽤意 

 
• 状況判断、⾏動に関わる事項 

 
• 災害の状態を表す事項 

 
• 情報の発信元と発信時刻を掲載する 
   信頼できる情報配信元からの情報であること 

 
• 多⾔語表⽰ 
   外国⼈向けに多⾔語を意識し、⽇本語、英語の表⽰⽅法を考える 

 その他⾔語については必要に応じて表⽰を検討すること 
 

 
 

 ⽂字表⽰⽅法について 

  ⽂字表⽰⽅法について、災害時に必要な⾏動情報が即時に理解できるよう 
  画⾯を構成するために以下要素を表⽰する事が望ましい。 
 
• 画⾯に表⽰する⽂字は⼀般的に視認距離から⾒える⼤きさを確保する 

 
• 情報の重要性に応じて⽂字の⼤きさを変え表⽰する 

 
• 重要な要素は画⾯上部などに⼀番⼤きな⽂字サイズで表⽰する 

 
• 重要な要素は、状況判断、⾏動に関わる事項を表す情報とする 

 
• 画⾯は⾒やすいよう適切な⽂字数で収め⽂字の間隔をあけて表⽰する 

 
• ⽂字数の⽬安として⽇本語では 10 秒で認識できるよう１画⾯ 80 ⽂字までとする 
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	 ⽂字サイズについて 

	 	 ⽂字サイズは、視⼒の低下した⾼齢者等に配慮して視距離に応じた 
  ⼤きさを選択すること。 
 
 

⽂字の⼤きさの選択の⽬安 
 
• 遠くから視認する吊り下げ型等の誘導サインや位置サインなどは 20m 以上、近くから視

認する⾃⽴型や壁付型等の案内サインなどは4〜5m以下、案内サインの⾒出などは10m
程度に視認距離を設定する事が⼀般的である。 
 

• 下表は、前記の想定のもとに各々の視認距離から判読できるために通常有効な⽂字の⼤
きさを⽰している。 
 

• 遠距離視認⽤の⼤きな⽂字を壁付型などで視点の⾼さに掲出すれば、弱視者にとっては
接近視できるので読みやすい。 

 

 
• なお⽂字⾼とは、⽇本字では指定書体の「⽊」の⾼さを、アルファベットでは指定書体

「E」の⾼さをいう。 
参考：「国土交通省	 公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（旅客設備編）より 

 
 
  

視距離 和文文字高 英文文字高 

30mの場合 120mm以上 90mm以上 

20mの場合 80mm以上 60mm以上 

10mの場合 40mm以上 30mm以上 

4〜5mの場合 20mm以上 15mm以上 

1〜2mの場合 9mm以上 7mm以上 
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表⽰の⾼さについて 
遠くから視認するサインの掲出⾼さの考え⽅ 
 
・	移動している場合、⼀定の⾼さ以上にあるものは視野に⼊りにくい。⼀般には仰⾓（⽔平から⾒

上げ⾓度）10°より下が有効視野に⼊る範囲といわれている。また旅客施設では視認者の前⽅に視
界を遮る他の通⾏者がいると考えるべきで、その通⾏者より上が遮蔽するものがない⾒やすい範
囲である。 

・	⾞いす使⽤者の視点は低いので、⾒やすい範囲は通常の歩⾏者に⽐べてかなり狭い。従って⼀定
の⾼さにあるサインを移動しながら視認できる距離は、極端に⼩さい。 

・	図に⽰すとおり混雑時に前⽅５m の位置に他の通⾏者がいると想定すると、⾞いす使⽤者が器具
天地 50cm のサインを移動しながら視認できる距離は、床⾯から器具の下端までを 2.2m、2.5m、
3.0m、4.0m とした場合、それぞれ 0.9m、2.0m、3.8m、7.5m となり、視認が可能な時間に
換算すると（移動速度を毎秒 1.1m として計算）それぞれ約 0.8 秒、1.8 秒、3.5 秒、6.8 秒とな
る。（通常の歩⾏者では、掲出⾼さが 2.5m の場合は、視認できる距離は約 29.8m、視認が可能
な時間は約 27 秒である。） 

・	視認可能時間が短いと⾒落とす確率は⾼まり、情報を得ることが困難になる。 
・	このことから、遠くから視認するサインの掲出⾼さは、視距離に応じた⽂字の⼤きさを選択した

うえで、視認想定位置から仰⾓ 10°より下の範囲内で、極⼒⾼くするのが適当である。 
注１）	 野呂影勇編「図説エルゴノミクス」1990（⽇本規格協会）では、瞬時に特定情報を雑⾳内より受容できる範囲（有

効視野）を、上⽅約 8°と記述している。 
注２）	 下図の⼈体の⼨法は、⼯業技術院「⽣命⼯学⼯業技術研究所研究報告」1994 による。⾞いすの座⾯⾼は JIS T9201

1987「⼿動⾞いす」の中型（400mm）とした。（以下サイン関連参考図共通） 

 

 

 
参考：国土交通省	 「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（旅客設備編）」参考 2−8より 
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書体について 
	  書体は視認性に優れた⾓ゴシック体とする事が望ましい。 
 
 

⾓ゴシックの書体例 
 
	  ⽇本字及びアルファベットの⾓ゴシック体には、次の例などがある 
 （カッコ内は書体名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

出典：国土交通省	 「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（旅客設備編）」参考 2−2より 
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UD フォントについて 
●UD フォントとは 
 
加齢による視⼒の低下や⽩内障に悩む⽅、視⼒障害を抱える⼈たちでもより多くの⼈に、
より正確に情報を伝えることを⽬的とした、ユニバーサルデザインに配慮したフォント。 
 
 ※UD ゴシックは、視認性と判読性の⾼いフォント。 
・視認性：⽂字ひとつひとつの構成要素のわかりやすさ。 
・判読性：誤読しにくく、他の⽂字との判別のしやすさ。 
 
 
●⾒えにくい⽂字、まぎらわしい⽂字 
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●読みやすさと誤読を防ぐための書体デザインのポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●UD フォント書体例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
 

   9 

 

●UD フォント利⽤作成例 
 
	 イワタ UDゴシックM 
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⾊について 
	 災害時のサイネージで利⽤する⾊について、カラーユニバーサルデザインの
観点から、視認性と識別性を確保した⾊を選択する事が望ましい。 
 
• 災害時コンテンツとして表⽰する⾊は ”JIS Z 9103:2018”に⽰される安全⾊及び 

対⽐⾊のマンセル値、新 JIS 安全⾊普及委員会の提供する以下のＲＧＢ値、 
ＣＭＹＫ値を背景⾊として推奨する。 http://safetycolor.jp/ 

デジタルサイネージ用の色指定推奨値	 （出典：新 JIS安全色普及委員会） 
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	 配⾊について（地図など） 
 

• 災害時コンテンツで地図など複雑な⾊使いをする場合は次ページのカラーユニバーサル 
デザイン推奨配⾊セットを参照するとよい。 http://www.cudo.jp/colorset/ 
• ⾊に頼らなくても情報が伝わる内容であること、⾊名によるコミュニケーションが予想

される場合は⾊名を併記すること、が望ましい。 
 

 JIS 安全⾊とは 

 

 

 

 

 

 

  
カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セットと JIS 安全⾊の関係について 

 
カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セットは⼩⾯積⽤アクセントカラー、⼤⾯積⽤ベースカラー、

併せて 22 ⾊からなる“お薦めの⾊”のセットです。 JIS 安全⾊は、 ⾚、⻩⾚、⻩、緑、⻘、緑、⾚

紫に、⽩、⿊の対⽐⾊を加えた８⾊のみで、⽇本⼯業規格として安全や危険、指⽰や注意などをあら

わす⾊として規定されています。それぞれで共通しているマンセル値が設定されている⾊もあります

が、⻘と緑は異なる値になっています。なぜかというと 22 ⾊の中では、例えば JIS 安全⾊の含まれ

ない⻘と空⾊のように、多くの⾊との⾒分けが必要なのに対して、８⾊ではその必要がないので少な

い⾊数の中でより各⾊同⼠が離れて⾒える⾊を選んでいるからです。 

標識のように安全・危険などをあらわすために使う場合は「JIS 安全⾊」を、安全・危険を⽰すわ

けではないが⾊同⼠の区別をつける必要がある場合は、「カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セット」

を使うとよいでしょう。  

安全を図るための意味を備えた色のことで、色の整合性を図るために日

本工業規格によって規定されている。 

 安全標識や自己・人体への危険防止・緊急事態への対応を迅速かつ正確

に行うことを目的として日本工業規格（JIS)によって定められた赤、黄赤、

黄、緑、青、赤紫の六つの色に対比色としての白と黒を加えたもの。 

 日本工業規格（JIS)は、工業標準化法に基づいて制定される国家規格で、 

生産におけるコストの低減、取引の単純公正化、使用・消費の合理化など

に重要な役割を果たしている。 

 色に関する JIS は「色に関する用語」（Z8105)をはじめとして、「色

の表示方法」「測色」などを定めており「安全色」「安全標識」も JIS で

定義されている。 
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2.画⾯構成 

画⾯構成について 

  災害時のコンテンツとして、⾒やすく短時間で内容を把握できるよう 
  画⾯構成を考慮することが望ましい。 
 

• 表⽰要素は少なくし短時間で画⾯を認識できるようにする 
 
• ⾒出しを⽤意し、画⾯表⽰内容についてすぐに把握できるようにする 
表⽰位置は画⾯上部に統⼀とする 
 
• 画⾯構成はスタティックな情報とフロー情報で要素毎に構成を検討する 
 
 スタティックな情報 
  緊急時の初動や定常的な情報で、事前に準備しておくコンテンツ 
  あらかじめ作成しておける事から情報を整理しわかり易く構成する 
 
 フロー情報 
  現状を伝える為に配信される情報。 
  状況に応じて⽂字量や画像サイズが可変であることを想定し、 
  要素ごとで表⽰する最⼤⽂字数や幅を想定し、全体を構成する 
 
• 画⾯分割する場合、N / 16 を基準に縦横につなげて表⽰領域とする 
 （⼀般的な画⾯サイズとして１６：９画⾯を前提） 
 
• 表⽰する画⾯は⼀画⾯での表⽰が望ましいが、情報量が不確定なコンテンツは複数画⾯
へ切り替えて表⽰できるよう画⾯構成を⾏うこと 

 
 
 
 
 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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3.システム出⼒について 

システムにおける表⽰について 

  災害時のコンテンツとして、設置環境に応じて最適なコンテンツを 
  表⽰することが望ましい。 
 
• システムで表⽰する内容はシンプルかつ直感的にわかるコンテンツとする 

 
• 時間と場所を考慮した情報提供ができるコンテンツとすること 

 
• ⾒出し要素はカテゴライズしわかりやすい⽂字とする 

 ⾒出し要素には表⽰している施設名も表⽰すると良い 
  

• 表⽰要素はスタティックな情報とフロー情報で検討する 
 
 スタティックな情報 
  緊急時の初動として、事前に準備しておくコンテンツ 
  あらかじめ作成しておける事から情報を整理し⾒やすく作成しておく 
  画⾯に表⽰する要素について、⽂字、図記号の配置は⾒やすく設定しておく 
  また、画⾯に対し位置や⽅向など考慮したコンテンツが望ましい 
 
 フロー情報 
  配信される情報要素を決め設置環境に適切な情報を出⼒する 
  また、情報量が可変することを想定し、要素毎で配信される情報量、 
  画⾯への出⼒⽅法を決めておくと良い 
 

• システム連携を⾏う場合、画⾯には情報提供元の情報配信事業者名と配信時刻を記載す
る 
 

• 地図を⽤いる場合、状況に合わせ、直感的にわかりやすい地図を⽤いると良い。 
 
• システムで表⽰を⾏う場合⽇本語、英語でなるべく表⽰位置が変わらないよう配慮した

構成とする 
 
• 多⾔語表記について⽇本語、英語を基本とし表⽰については⾒やすさを考慮して、 

併記または別画⾯での表⽰を⾏うこと 
  



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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4.画⾯分割サンプル 
 

今回のガイドラインを元に画⾯分割表⽰サンプルを作成した 
サンプルは以下作成要件にて検討をおこなった 

 
・画⾯は縦横 n/16 にて分割サイズを決めた 
・画⾯分割は２分割、３分割にて構成 

 
画⾯分割表⽰例（横） 

 2 分割表⽰例 

 
 
 
 
 
 
 

 3 分割表⽰例      3 分割表⽰例（L 字分割） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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画⾯分割表⽰例（縦） 

    2 分割表⽰例     ３分割表⽰例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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画⾯分割サンプル１(２分割) 
 

 画⾯解像度：１９２０ x １０８０ を想定 
 画⾯分割 ：左右２分割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報領域１：横６００ x 縦 １０８０ 
情報領域２：横１３２０ x 縦 １０８０ 

 
 
     画⾯分割表⽰例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表⽰内容（例） 
情報領域１：情報（避難情報） 
情報領域２：補⾜情報（地図を表⽰） 

情報領域１ 情報領域２ 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
 

   18 

 

画⾯分割サンプル２(３分割) 
 

 画⾯解像度：１９２０ x １０８０ を想定 
 画⾯分割 ：上１下２分割 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報領域１：横１９２０ x 縦 ２０２ 
情報領域２：横１２００ x 縦 ７７８ 
情報領域３：横７２０ x 縦 ７７８ 

 
 
   画⾯分割表⽰例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  表⽰内容（例） 
情報領域１：⾒出し 
情報領域２：情報（避難地図を表⽰） 
情報領域３：補⾜情報（地図を表⽰） 

情報領域１ 

情報領域２ 情報領域３ 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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画⾯分割サンプル３(３分割 L 字型) 
 
  画⾯解像度：１９２０ x １０８０ を想定 

 画⾯分割 ：上２下１分割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報領域１：横 ２４０ x 縦 ９４５ 
情報領域２：横１６８０ x 縦 ７７８ 
情報領域３：横１９２０ x 縦 １３５ 

 
    画⾯分割表⽰例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  表⽰内容（例） 
  情報領域１：⾒出し 
  情報領域２：情報（避難地図を表⽰） 
  情報領域３：情報（テロップによる情報表⽰） 

 

情報領域３ 

情

報

領

域

１ 

情報領域２ 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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縦画⾯分割サンプル１(２分割) 
 

 画⾯解像度：１０８０ x １９２０ を想定 
 画⾯分割 ：上下２分割 

 
 
 
 

情報領域１：横１０８０ x 縦 ４８０ 
情報領域２：横１０８０ x 縦 １４４０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    
      

情報領域１：⾒出し、施設情報等 
情報領域２：情報 

     
       
 
 
 
 
 
 
 

情報領域１ 

情報領域２ 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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縦画⾯分割サンプル２(３分割) 
 

 画⾯解像度：１０８０ x １９２０ を想定 
 画⾯分割 ：左右２分割 

 
 
 
 

情報領域１：横１０８０ x 縦 ４８０ 
情報領域２：横１０８０ x 縦 ７２０ 
情報領域３：横１０８０ x 縦 ７２０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報領域１：⾒出し、施設情報等 
情報領域２：情報１（ピクト等） 
情報領域３：情報２（案内・指⽰等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報領域１ 

情報領域２ 

情報領域３ 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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5.表⽰サンプル 
今回のガイドラインを元に表⽰サンプルを作成した。 
サンプルは以下作成要件にて検討をおこなった。 

 
・震災直後、準被災地でのサイネージを想定し、要素を選定 
・文字の大きさは３段階とした 
・１画面表示文字数は８０文字程度とし１０秒間隔程度で認識できるよう配慮 
	 （画面表示は必要により３０秒間隔での切り替えを想定） 
・画面は見やすいよう文字の間隔をあけて表示 
・見やすさを重視し、多言語対応として日本語、英語は別画面で作成 

 
⾔語別表⽰例（横型） 

 ⽇本語表⽰例      英語表⽰例 

 

 

 

 
⾔語表⽰例（縦型） 

             



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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ピクト表⽰例（横型） 

   

   

 

ピクト表⽰例（縦型） 

    

 

  



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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表⽰サンプル１(⽇本語) 
 

設置想定：４２インチモニターにて、視認距離１０m 程度 
掲載情報：地震発⽣直後の災害情報 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

背景⾊は⻘で作成 

 
 情報を３段階で設定し、⽂字サイズも３段階でサイズ設定を⾏った 
 

   ＞         ＞        
 
 

  表⽰要素 
①	⾒出：タイトルとして画⾯説明を記載   情報 
②	施設情報：表⽰している施設名称を記載   補⾜ 
③	⾏動情報：現在取るべき⾏動内容を記載   重要 
④	災害情報：災害に関するステータスを記載   重要、情報 
⑤	配信元情報：表⽰情報の⼊⼿元、⼊⼿年⽉⽇を記載 補⾜ 

 
 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

情報 
約６cm 

重要情報 
約８cm 

補⾜ 
約４cm 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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表⽰サンプル２(英語) 
 
 設置想定：４２インチモニターにて、視認距離１０m 程度 
      ⽇本語情報と合わせて表⽰する外国⼈向け情報 
 掲載情報：地震発⽣直後の災害情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 誘導⽬的とした内容だが、背景⾊は海外で危険を認識させる⾚で作成 
 震度情報は⽇本特有の表現になる為、掲載しないこととした 

 
  情報を３段階で設定し、⽂字サイズも３段階でサイズ設定を⾏った 
 

   ＞         ＞        
 
 

  表⽰要素 
①	⾒出：タイトルとして画⾯説明を記載   情報 
②	施設情報：表⽰している施設名称を記載   補⾜ 
③	配信元情報：表⽰情報の⼊⼿元、⼊⼿年⽉⽇を記載 補⾜ 
④	⾏動情報：現在取るべき⾏動内容を記載   重要 
⑤	災害情報：災害に関するステータスを記載   重要、情報 

  

① ② 
③ 

④

 

情報 
約４cm 

重要情報 
約５cm 

補⾜ 
約３cm 

④

 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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表⽰サンプル３(縦) 
 
 設置想定：５５インチモニターにて、視認距離１０m 程度 
      ⽇本語情報と合わせて表⽰する外国⼈向け情報 
 掲載情報：地震発⽣直後の災害情報 
 
 
 

 
   
 

 
   情報を４段階で設定し、 
 ⽂字サイズも 
４段階でサイズ設定を⾏った 

  
  
                ＞       ＞ 
  
 ＞ 

 
 補⾜情報は⽂字数とスペースの関係で 4cm 以下と設定 
 
   

 
 

 表⽰要素 
①	⾒出：タイトルとして画⾯説明を記載   情報２ 
②	施設情報：表⽰している施設名称を記載   補⾜ 
③	配信元情報：表⽰情報の⼊⼿元、⼊⼿年⽉⽇を記載  補⾜ 
④	⾏動情報：現在取るべき⾏動内容を記載   情報１ 
⑤	災害情報：災害に関するステータスを記載   重要＋情報２ 

  

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

情報１ 
約７cm 

重要情報 
約９cm 

情報２ 
約 4cm 

補⾜ 
約 2.5cm 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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表⽰サンプル４(ピクト横) 
 
 設置想定：４２インチモニターにて、視認距離１０m 程度 
      通常時施設情報表⽰ 
 掲載情報：⾮常⼝案内情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 避難⼝誘導を⽬的とした表⽰イメージ 
 
 情報を３段階で設定し、⽂字サイズも３段階でサイズ設定を⾏った 
 

   ＞         ＞        

 

 
  表⽰要素 

①	⾒出：タイトルとして画⾯説明を記載   情報 
②	施設情報：表⽰している施設名称を記載  補⾜ 
③	情報領域１：ピクトを補完する情報を記載  重要+情報 
④	情報領域２：ピクトを表記     設定なし 

 
 

① 
② 

③ ④ 

情報 
約６cm 

重要情報 
約８cm 

補⾜ 
約４cm 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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表⽰サンプル５(ピクト縦) 
 
  
 設置想定：５５インチモニターにて、視認距離１０m 程度 
      通常時施設情報表⽰ 
 掲載情報：⾮常⼝案内情報 
    
    
    
    
   避難⼝誘導を⽬的とした表⽰イメージ 
    
    
 
 

  
                ＞       ＞ 
  
  
 

 
   

 
 
 
 

  表⽰要素 
①	⾒出：タイトルとして画⾯説明を記載  情報 
②	施設情報：表⽰している施設名称を記載  補⾜ 
③	情報１：ピクトを表記        設定なし 
④	情報２： ピクトを補完する情報を記載  重要+情報 

  

① 

② 

③ 

情報 
約 5cm 

重要情報 
約９cm 

補⾜ 
約 4cm 

④ 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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６.利⽤事例 

消防庁様 
（横表⽰）横⽇本語メイン、ルビあり、２⾔語表⽰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（縦表⽰）縦に⽇本語メイン表⽰、ルビあり、２⾔語表⽰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[テキストの入力] [テキストの入力] [テキストの入力] 
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出典：「公共交通機関の旅客施設に関する移動等円滑化整備ガイドライン（旅客設備編）」（国⼟交通省） 
    http://www.mlit.go.jp/common/001089598.pdf  

：⽇本⼯業規格（⼀般財団法⼈⽇本規格協会） 

   JIS Z 9101：2018「図記号－安全⾊及び安全標識－安全標識及び安全マーキングのデザイン通則」 

   JIS Z 9103：2018「図記号－安全⾊及び安全標識－安全⾊の⾊度座標の範囲及び測定⽅法」 

  ：デジタルサイネージ⽤の⾊指定推奨値 (新 JIS 安全⾊普及委員会)   http://safetycolor.jp/ 

：カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セット(カラーユニバーサルデザイン推奨配⾊セット制作委員会) 

 

 
 
 
 
 
 
 


